
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透光性セラミックからなる発光管の両端開口部と電極を備えた電極支持体とを封着材で気
密に封止し、前記発光管の内部に金属または金属ハロゲン化物と水銀、不活性ガスを封入
した金属蒸気放電灯において、前記電極支持体は耐熱金属製の管状体と、前記管状体内に
差し込み固定された耐熱金属製柱状体とから構成され、かつ電極支持体

と前記電極と 溶接により接続支持され
ていることを特徴とする金属蒸気放電灯。
【請求項２】
耐熱金属製の管状体はニオブ、タンタル、ニオブ合金あるいはタンタル合金からなること
を特徴とした請求項１記載の金属蒸気放電灯。
【請求項３】
耐熱金属製柱状体はニオブ、タンタル、ジルコニウム、モリブデン、タングステン、レニ
ウム、白金、チタンまたはそれら金属の合金からなることを特徴とした請求項１記載の金
属蒸気放電灯。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は発光管バルブとして透光性セラミックを使用した金属蒸気放電灯の発光管封止部
の構造に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
透光性アルミナ管はアルカリ金属に対して安定であるという特性を生かして高圧ナトリウ
ムランプの発光管に使用されている。近年この透光性アルミナ管を金属ハロゲン化物を封
入したメタルハライドランプの発光管に使用する試みが盛んになされている。メタルハラ
イドランプにアルミナ管を使用する目的としては、従来メタルハライドランプで一般に発
光管に使われている石英ガラスより、封入物である金属ハロゲン化物に対して、化学的、
熱的に安定であるからである。
【０００３】
従来の石英製メタルハライドランプでは、封入物と石英ガラスとの化学反応によって寿命
が抑制されるという問題があったが、石英ガラスより封入物に対して化学的により安定な
アルミナ管を用いることで寿命特性の向上が期待できる。また石英ガラスより使用限界温
度が高いという特徴を生かしたランプの高効率化設計の実現や、石英ガラス製発光管では
反応性が大であるために事実上封入出来ないアルカリ金属の封入が可能であるといった利
点がある。
【０００４】
セラミック製メタルハライドランプの発光管封止構造としては、図３や図４のような構造
が知られている。図３においてセラミック発光管１はニオブあるいはタンタルからなる柱
状の電極支持体８を封着材３によって発光管の開口部に気密封止した構造になっている。
図４は他の例で、電極支持体としてニオブチューブ９を用い、その先端を絞り、この絞っ
た開口部に電極心棒の根元を挿入し、チューブ４内にチタンロウなどの金属ロウ 10流し込
んでチューブと電極２とを接続支持するものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の図３の構造ではシール時の加熱またはランプ始動時や消灯時の温度
差によるアルミナ管と柱状の電極支持体との間の膨脹率の差によってアルミナ管にクラッ
クが発生するものがあった。特に柱状の電極支持体の径が１．５ｍｍを越えるとクラック
の発生確率が非常に高くなっていた。この対策として柱状の電極支持体の代わりに図４に
示すようにチューブを用いるものがあるが電極とチューブの封止にチタンロウなどの金属
ロウが必要で、この金属ロウがクラックの発生原因になっていた。
【０００６】
本発明は、セラミックからなる発光管に金属ハロゲン化物又はアルカリ金属を封入した金
属蒸気放電灯において、発光管のクラックを実質的に防止した、寿命の優れた金属蒸気放
電灯を提供するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明にかかる金属蒸気放電灯は透光性セラミックからなる発光管の両端開口部と電極を
備えた電極支持体とを封着材で気密に封止し、前記発光管の内部に金属または金属ハロゲ
ン化物と水銀、不活性ガスを封入した金属蒸気放電灯において、前記電極支持体は耐熱金
属製の管状体と、前記管状体内に差し込み固定された耐熱金属製柱状体とから構成され、
かつ電極支持体 と前記電極と

溶接により接続支持されていることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明金属蒸気放電灯は、電極支持体として耐熱金属製の管状体と、この管状体内に差し
込み固定した耐熱金属製柱状体とから構成する。また、電極支持体と電極とは溶接により
接続支持した構造のものを用いる。このようにすることにより、発光管のクラックを実質
的に防止した、寿命の優れた金属蒸気放電灯を提供することができる。
【０００９】
【実施例】
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以下本発明を実施例に基づいて説明する。図１は本発明金属蒸気放電灯の封止構造を示す
断面図であり、発光管の両端開口部と電極を備えた電極支持体とを封着材で気密に封止す
るという点では図３及び図４に示す従来の発光管構造と同じであるが、電極支持体の構造
が異なる。図２は本発明にかかる電極と電極支持体の接続支持部の要部拡大断面図である
。図２において１はセラミック発光管、２はタングステンからなる電極、６は例えばＮｂ
－１％Ｚｒからなり、内径１．０ｍｍ、外形１．５ｍｍ、長さ１０ｍｍの寸法を有する耐
熱金属製の管状体、７は例えばＮｂ－１％Ｚｒからなり、径０．８ｍｍ、長さ１５ｍｍを
有する耐熱金属製の柱状体である。耐熱金属製の管状体６及び柱状体７は電極突き合わせ
溶接部５の位置において電極と一体的に突き合わせ溶接されて、電極支持体４を構成して
いる。ここで柱状体を用いる理由は、管状体のみでは、電極との突き合わせ溶接が困難な
ためである。また例え突き合わせ溶接が出来たとしても、管状体を気密に封止ることが出
来ないためである。このように構成された電極支持体４は図１において封着材３としてセ
ラミックロウ材を用い、セラミック発光管１に気密封着されている。なおＮｂ－１％Ｚｒ
からなる耐熱性金属管体は高温においてハロゲン化物に対して、耐食性を有しないので、
電極の部分までセラミックロウ材が覆うようにロウ付けされている。
【００１０】
次に図１により２５０Ｗのメタルハライドランプの発光管について、更に詳しく説明する
。セラミック発光管１は内径１６ mm、長さ約４０ｍｍで両端部は細く絞られている。電極
の極芯径は０．５ｍｍで、先端部にはタングステンコイルが取り付けてある。このような
構造の発光管内には約３０トールのアルゴンガスと封入物が封入されている。封入物とし
ては水銀２０ｍｇと金属ハロゲン化物として沃化ディスプロシウム４ｍｇ、沃化タリウム
２ｍｇ及び金属ナトリウム０．１ｍｇが封入されている。このように構成された発光管を
真空に保たれた石英製の外管（図示せず）内に組み込んでランプは完成する。このように
構成したランプを１０灯試作し、ランプの初期特性を測定したところ次の値が得られた。
特性値は１０灯の平均値で示す。
【００１１】
ランプ電力：２５０Ｗ
ランプ電流：３．１８Ａ
ランプ電圧：９５．１Ｖ
全光束：２４，５００ｌｍ
効率：９８ｌｍ／Ｗ
平均演色評価数：８７
色温度：４，１２０Ｋ
更にこれらのランプの中から３灯を寿命試験にかけたところ、２，０００時間経過後もリ
ーク等の異常は発生しなかった。なお耐熱金属製管状体の材質としては、セラミック管の
熱膨張率と近似した熱膨張率を有するものがよい。そのような材質として、ニオブ、タン
タル、ニオブ合金あるいはタンタル合金が適当である。更に耐熱金属製柱状体としては
ニオブ、タンタル、ジルコニウム、モリブデン、タングステン、レニウム、白金、チタン
またはそれら金属の合金が適当である。
【００１２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、発光管両端部封止部に耐熱金属製の管状体を用い
ているので、セラミック発光管と耐熱金属との熱膨張率の差を緩和することが出来、更に
チタン等のようにその熱膨張率が、セラミック管の熱膨張率と大きく異なるロウ材を全く
使用していないので、点灯と消灯の繰り返しによる熱衝撃に対する耐久性に優れ、発光管
のクラックを実質的に防止した、寿命の優れた金属蒸気放電灯を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明金属蒸気放電灯の封止構造を示す断面図
【図２】本発明金属蒸気放電灯の電極と電極支持体部分の要部拡大断面図
【図３】従来の金属蒸気放電灯の封止構造例を示す断面図
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【図４】従来の金属蒸気放電灯の他の封止構造例を示す断面図
【符号の説明】
１　セラミック発光管
２　電極
３　封着材
４　電極支持体
５　電極突き合わせ溶接部
６　耐熱金属製管状体
７　耐熱金属製柱状体

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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